
· 原因となる食品を誤って食べない・食べさせない
· 支援食はアレルギー表示を確認しましょう。
支援食の包装などにある食品表示をよく見て、原因物質が入っていないか確認しましょう。

· 表示がないもの・安全の確認ができないものは口にしない
上記以外の食品でアレルギーがある場合や、配給された食物で、食べられるか
どうか判断できない場合は、食べずに栄養士等に相談してください。
· お子さんの場合、周囲の人から食べ物をもらうことがあるので、注意しましょう。
　　アレルギーカード等を携帯させ、アレルギーがあることを分かりやすく
伝えられるようにしてください。
· 行政担当者や栄養士、調理担当者に相談する
· 食物アレルギーの方、またはご家族にアレルギーの方がいる場合は、
お近くの行政担当者に申し出てください。
　　アレルギー対応食やアレルギー用ミルクが備蓄されている場合があります。
· 誤って原因物質を食べてしまった・症状が出た場合
· 軽い症状（部分的なじんましんやかゆみ、弱い腹痛、吐き気　など）
慌てず、様子を観察し症状の進行に注意してください。抗ヒスタミン薬があれば飲ませてください。
· やや強い症状（全身のじんましん、強いかゆみ、腹痛、嘔吐、強い咳　など）
速やかに医療機関を受診する必要があります。受付・救護・その他職員に
申し出てください。
· 強い症状（上記に加え、ｾﾞｰｾﾞｰ・ﾋｭｰﾋｭｰ、ぐったりしている、意識消失　など）
至急、医療機関を受診する必要があります。受付・救護・その他職員に
申し出てください。エピペンがあれば、速やかに注射をしてください。
避難者用





食物アレルギーをお持ちの方へ
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この7品目以外は


表示義務がないため、特に注意が必要です。








・卵　・乳　・小麦　・ピーナツ　


・ソバ　・エビ　・カニ　





必ず記載される７品目
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